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「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
た
い
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「
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
た
い
」

な
ど
の
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
く
ゲ
ー

ム
感
覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
な
が
ら
、
人
と
交
流
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
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込
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話
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お
申
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込
み
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だ
さ
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。

　
非
核
平
和
を
テ
ー
マ
に
、
市
内

在
住
の
児
童
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制
作
し
た
ぬ
り
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を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
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さ
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８
月
19
日
㈬
ま
で

会�

場　
南
魚
沼
市
図
書
館　
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
今
年
で
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

て
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
８
月
６
日
に
広
島
市
で
、
８
月

９
日
に
長
崎
市
で
そ
れ
ぞ
れ
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
典
で
は
、

平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙

と
う
が
さ
さ
げ
ら
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す
。

　

ま
た
、
８
月
15
日
は
、「
戦
没

者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
で
す
。
日
本
武
道
館
で
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
家
庭
、
職
場
な
ど
で
、
原
爆
に

よ
る
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福

と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
っ

て
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ

ま
し
ょ
う
。
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一日前プロジェクト
【問合せ】　総務課�防災庶務班　☎７７３－６６６０

　あるお宅の話なのですが、ご夫婦でお住まいで、お昼ごろお膳にご飯とおかずを並べて、「さあ、
ご飯食べよう」って言っていたら、山の方で音がしたんですね、ゴーンゴゴーって。「あれ？何でな
んだろう？」と思って見たら、まさに山が崩れてきていて、土石流がダーッと押し寄せてきていた
のです。

　で、「こりゃいけん」と思って、ご主人はステテコとランニング１枚だったんですけど、パッとシ
ャツをつかんで、奥さんと一緒に道の無い裏山に逃げ込んだんですよ。「何でそっちに逃げたんです
か」って聞いたら、「家を建てた時に、何かあったらどこに逃げるか？ひとつは裏山もあるな」とご
夫婦で話し合っていたとのこと。

　道ばたに車を置いていましたが、そこは土石流の流れる方向に
ありました。もし道の方に逃げていたら、絶対命はなかったと思
いますよ。

　今自分がどんなところに住んでいて、どういう危険性があるの
か、過去に地域でどんなことがあったのかなどをそれぞれが学ん
でおけば、そのために何を備えるか、どこに逃げるのかを具体的
に考えていくことができますよね。大切なのは、具体的に考える
ということと自分の身は自分で守るという姿勢だと思います。

前もって避難の方向を決めていた ～山崩れに迷わず避難、命助かる～
中国・九州北部豪雨（平成21年７月）（宇部市　災害当時40代　行政職員）

災害に備えて


